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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第12期
第３四半期
連結累計期間

第13期
第３四半期
連結累計期間

第12期

会計期間
自  平成22年４月１日

至  平成22年12月31日

自  平成23年４月１日

至  平成23年12月31日

自  平成22年４月１日

至  平成23年３月31日

売上高 （百万円） 9,698 9,529 13,229

経常利益 （百万円） 2,583 1,226 2,989

四半期（当期）純利益 （百万円） 1,236 474 1,382

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 1,242 464 1,380

純資産額 （百万円） 15,690 14,444 15,999

総資産額 （百万円） 18,865 18,444 20,917

１株当たり四半期（当期）純
利益金額

（円） 7,994.13 3,158.21 8,933.89

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） 7,957.58 3,151.57 8,895.65

自己資本比率 （％） 83.1 78.1 75.7

営業活動によるキャッシュ・
フロー

（百万円） 1,139 246 2,599

投資活動によるキャッシュ・
フロー

（百万円） △382 △1,922 △854

財務活動によるキャッシュ・
フロー

（百万円） △92 △1,906 △101

現金及び現金同等物の四半期
末（期末）残高

（百万円） 10,318 7,707 11,293

　

回次
第12期
第３四半期
連結会計期間

第13期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年10月１日

至  平成22年12月31日

自  平成23年10月１日

至  平成23年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 3,356.80 898.05

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第12期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号 平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

４．「第４ 経理の状況 １ 四半期連結財務諸表 会計方針の変更等（売上高の会計処理の変更）」に記載のとお

り、従来、販売費及び一般管理費に計上していた販売手数料及び販売促進費の一部について、第１四半期連結

会計期間より、売上高から控除する方法（純額表示）に変更を行ったため、当該変更を反映した遡及適用後の

数値を記載しております。

　

EDINET提出書類

株式会社ミクシィ(E05617)

四半期報告書

 2/22



　

２ 【事業の内容】

当社グループ(当社及び当社の関係会社)は、当社(株式会社ミクシィ)、子会社５社及び関連会社９社により構成さ

れており、ソーシャルネット事業、Find Job !事業を主たる業務としております。

当第３四半期連結累計期間における、各セグメントに係る主な事業内容の変更と主要な関係会社の異動は、概ね次

のとおりであります。

なお、第１四半期連結会計期間より、従来の「インターネットメディア事業」及び「インターネット求人広告事

業」は、それぞれ「ソーシャルネット事業」及び「Find Job !事業」にセグメント名称を変更いたしました。詳細は、

「第４ 経理の状況 １ 四半期連結財務諸表 注記事項（セグメント情報等）セグメント情報」をご参照ください。

　
＜ソーシャルネット事業＞

事業の内容について重要な変更はなく、また主要な関係会社にも異動はありません。

　
＜Find Job !事業＞

第１四半期連結会計期間において、当社は、Find Job !事業（インターネット求人広告事業）を、新設分割により

平成23年４月１日付で設立した株式会社ミクシィ・リクルートメントに承継させる会社分割を実施いたしました。

その結果、同日付をもって株式会社ミクシィ・リクルートメントは当社の連結子会社となりました。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)　業績の状況

　

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日

　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日

　至　平成23年12月31日)

前年同四半期比

増減率

売上高(百万円) 9,698 9,529 △1.7％

営業利益(百万円) 2,771 1,385 △50.0％

経常利益(百万円) 2,583 1,226 △52.5％

四半期純利益(百万円) 1,236 474 △61.6％

　
当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響により依然として厳しい状況にあるもの

の、徐々に持ち直しの動きが見られるようになりました。しかしながら、欧州の政府債務危機を背景にした世界経済の

減速や、長期化する円高等により景気の先行きは依然として不透明な状況で推移しております。

このような経済環境の中、当第３四半期連結累計期間の売上高は9,529百万円（前年同四半期比1.7％減）となり、

また、人件費等のコストが増加したため営業利益は1,385百万円（前年同四半期比50.0％減）となりました。

また、「第４ 経理の状況 １ 四半期連結財務諸表 会計方針の変更等（売上高の会計処理の変更）」に記載のと

おり、従来、販売費及び一般管理費に計上していた販売手数料及び販売促進費の一部について、第１四半期連結会計期

間より、売上高から控除する方法（純額表示）に変更いたしました。なお、当該会計方針の変更は遡及適用され、前第

３四半期連結累計期間については遡及適用後の数値を記載しております。

　
セグメントの業績は、次のとおりであります。なお、第１四半期連結会計期間より、従来の「インターネットメディ

ア事業」及び「インターネット求人広告事業」は、それぞれ「ソーシャルネット事業」及び「Find Job !事業」にセ

グメント名称を変更いたしました。事業実態により適したセグメント名称への変更であり、これによるセグメント情

報に与える影響はありません。

　
①ソーシャルネット事業

　

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日

　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日

　至　平成23年12月31日)

前年同四半期比

増減率

売上高(百万円) 9,153 8,815 △3.7％

　広告売上高（百万円） 7,247 6,155 △15.1％

　課金売上高（百万円） 1,905 2,658 39.5％

セグメント利益(百万円) 3,732 2,629 △29.6％

月間ログインユーザー数
1,454万人

(平成22年12月)

1,520万人

(平成23年12月)
－

コミュニケーション投稿数
約６億投稿数

(平成22年12月)

約８億投稿数

(平成23年12月)
－

　
ソーシャル・ネットワーキング サービス「mixi」におきましては、順調に拡大するスマートフォンユーザーに対

応すべく、スマートフォン版「mixi」を中心に、機能やインターフェースの改善を行ってまいりました。また、スマー

トフォンを含む３デバイスで利用できるソーシャルページ「mixiページ」も幅広いカテゴリで利用されており、ペー

ジ開設数は16万ページに拡大しております。

収益面では、「mixiゲーム」の開始により課金売上は順調に拡大したものの、震災の影響による出稿抑制やスマー

トフォンが普及していく中でのモバイル広告の出稿減少により、当第３四半期連結累計期間の売上高は8,815百万円

（前年同四半期比3.7％減）となりました。また、セグメント利益は2,629百万円（前年同四半期比29.6％減）となり

ました。
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②Find Job !事業

　

前第３四半期連結累計期間

(自　平成22年４月１日

　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間

(自　平成23年４月１日

　至　平成23年12月31日)

前年同四半期比

増減率

売上高(百万円) 544 713 30.8％

セグメント利益(百万円) 451 596 32.2％

　

Web系求人サイト「Find Job !」におきましては、Web系の求人情報に特化することにより他社との差別化を図る

ことで収益の拡大を目指して参りました。そのような中、Web業界の求人動向は引き続き採用が活発であり、収益面に

おいても堅調に推移してきております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は713百万円（前年同四半期比30.8％増）、セグメント利益は596百

万円（前年同四半期比32.2％増）となりました。

また、平成23年４月１日付で、当事業を会社分割により新設した株式会社ミクシィ・リクルートメントに承継させ

ております。

　
(2)　財政状態の分析

①財政状態

当第３四半期連結会計期間末の財政状態は、資産については流動資産が14,281百万円（前連結会計年度末比3,389

百万円減少）となりました。主な要因としては、現金及び預金の減少であります。固定資産は4,163百万円（前連結会

計年度末比917百万円増加）となりました。主な要因としては、子会社株式取得に伴うのれんの計上及び投資有価証券

の取得による増加であります。

負債については、流動負債が3,880百万円(前連結会計年度末比1,016百万円減少）となり、主な要因としては、未払

金及び未払法人税等の支払いによる減少があげられます。固定負債は119百万円(前連結会計年度末比98百万円増加）

となりました。純資産は14,444百万円(前連結会計年度末比1,555百万円減少）となり、主な要因としては、自己株式の

取得があげられます。

　
②キャッシュ・フローの状況の分析

当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は7,707百万円となりま

した。各キャッシュ・フローの状況とその要因は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結累計期間において営業活動により獲得した資金は246百万円（前年同四半期は1,139百万円の獲

得）となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益が1,072百万円となったものの、法人税等1,473百万円を支

払ったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結累計期間において投資活動により使用した資金は1,922百万円（前年同四半期は382百万円の使

用）となりました。これは主に、本社移転に伴う有形固定資産の取得、投資有価証券の取得及び子会社株式の取得によ

る支出によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結累計期間において財務活動により使用した資金は1,906百万円（前年同四半期は92百万円の使

用）となりました。これは主に、自己株式取得による支出1,753百万円によるものであります。

　
(3)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　
(4)　研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 528,000

計 528,000

　

②　【発行済株式】

種類

第３四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成23年12月31日)

提出日現在

発行数(株)

(平成24年２月９日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 155,106 155,106
東京証券取引所
（マザーズ）

当社は単元株制度は採
用しておりません。

計 155,106 155,106 － －

（注）「提出日現在発行数」の欄には、平成24年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

発行された株式数は含まれておりません。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

(百万円)

資本金残高

(百万円)

資本準備金

増減額

(百万円)

資本準備金

残高

(百万円)

平成23年10月１日～

平成23年12月31日
－ 155,106 － 3,765 － 3,735
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　
(7) 【議決権の状況】

①　【発行済株式】

平成23年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 6,000 － 　

完全議決権株式（その他） 普通株式 149,106 149,106 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 　 155,106 － －

総株主の議決権 － 149,106 －

(注) 当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載する

ことができないことから、直前の基準日(平成23年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

　
②　【自己株式等】

平成23年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

株式会社ミクシィ
東京都渋谷区東
一丁目２番20号

6,000 － 6,000 3.87

計 － 6,000 － 6,000 3.87
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２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しております。

　
２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日から平成

23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 13,293 9,707

売掛金 3,659 4,272

その他 777 420

貸倒引当金 △59 △119

流動資産合計 17,671 14,281

固定資産

有形固定資産

建物 599 431

減価償却累計額 △176 △51

建物（純額） 422 379

工具、器具及び備品 2,561 2,617

減価償却累計額 △1,511 △1,620

工具、器具及び備品（純額） 1,050 996

有形固定資産合計 1,472 1,376

無形固定資産

のれん 48 536

その他 262 264

無形固定資産合計 310 801

投資その他の資産

その他 1,465 1,988

貸倒引当金 △1 △2

投資その他の資産合計 1,463 1,986

固定資産合計 3,246 4,163

資産合計 20,917 18,444

負債の部

流動負債

未払金 2,018 1,155

未払法人税等 1,281 379

預り金 1,380 2,169

賞与引当金 137 96

その他 80 78

流動負債合計 4,897 3,880

固定負債

その他 20 119

固定負債合計 20 119

負債合計 4,918 4,000
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,765 3,765

資本剰余金 3,735 3,735

利益剰余金 8,361 8,680

自己株式 － △1,753

株主資本合計 15,862 14,429

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 △26 △25

その他の包括利益累計額合計 △26 △25

新株予約権 13 40

少数株主持分 149 －

純資産合計 15,999 14,444

負債純資産合計 20,917 18,444
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

売上高 9,698 9,529

売上原価 3,031 3,155

売上総利益 6,667 6,373

販売費及び一般管理費 3,895 4,987

営業利益 2,771 1,385

営業外収益

受取利息 14 6

投資事業組合運用益 － 12

その他 2 5

営業外収益合計 16 25

営業外費用

持分法による投資損失 103 165

投資事業組合運用損 83 －

その他 17 19

営業外費用合計 204 184

経常利益 2,583 1,226

特別利益

関係会社株式売却益 － 3

持分変動利益 4 －

特別利益合計 4 3

特別損失

固定資産除却損 16 27

固定資産臨時償却費 98 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 31 －

賃貸借契約解約損 － 128

その他 － 1

特別損失合計 146 157

税金等調整前四半期純利益 2,441 1,072

法人税、住民税及び事業税 1,348 589

法人税等調整額 △143 19

法人税等合計 1,205 608

少数株主損益調整前四半期純利益 1,236 463

少数株主損失（△） － △10

四半期純利益 1,236 474
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,236 463

その他の包括利益

為替換算調整勘定 5 0

その他の包括利益合計 5 0

四半期包括利益 1,242 464

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,242 475

少数株主に係る四半期包括利益 － △10
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,441 1,072

減価償却費 364 477

のれん償却額 － 45

固定資産臨時償却費 98 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 31 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 31 60

賞与引当金の増減額（△は減少） 8 △40

受取利息及び受取配当金 △14 △6

支払利息 1 －

持分法による投資損益（△は益） 103 165

投資事業組合運用損益（△は益） 83 △12

固定資産除却損 16 27

賃貸借契約解約損 － 128

売上債権の増減額（△は増加） △998 △595

未払金の増減額（△は減少） △714 △449

その他 581 839

小計 2,036 1,711

利息の受取額 13 8

利息の支払額 △1 －

法人税等の支払額 △908 △1,473

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,139 246

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △3,500 △3,500

定期預金の払戻による収入 4,000 3,500

投資有価証券の分配による収入 － 34

有形固定資産の取得による支出 △349 △776

無形固定資産の取得による支出 △141 △78

投資有価証券の取得による支出 △312 △472

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

－ △544

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る支出

－ △243

貸付けによる支出 △20 －

貸付金の回収による収入 － 320

その他 △59 △162

投資活動によるキャッシュ・フロー △382 △1,922

財務活動によるキャッシュ・フロー

株式の発行による収入 7 0

自己株式の取得による支出 － △1,753

配当金の支払額 △75 △153

その他 △25 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △92 △1,906

現金及び現金同等物に係る換算差額 △8 △3

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 655 △3,585

現金及び現金同等物の期首残高 9,663 11,293

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 10,318

※１
 7,707
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年12月31日)

(1)連結の範囲の重要な変更

　第１四半期連結会計期間より、当社は平成23年４月１日付で、会社分割(新設分割)を行い、新たに設立した株式
会社ミクシィ・リクルートメントを連結の範囲に含めております。
　第２四半期連結会計期間において、株式会社ネイキッドテクノロジーは新たに株式を取得したため、連結の範
囲に含め、株式会社トーチライト(旧株式会社ネクスパス)は平成23年７月19日付で株式の一部を譲渡し当社持
分が減少したため、連結の範囲から除外しております。
　当第３四半期連結会計期間において、株式会社コニットは新たに株式を取得したため、連結の範囲に含めてお
ります。

 

(2)持分法適用の範囲の重要な変更

　第１四半期連結会計期間より、株式会社バスキュール号は新たに設立したため、株式会社アールシンクは新た
に株式を取得したため、持分法適用の関連会社の範囲に含めております。
　第２四半期連結会計期間において、株式会社フレンゾは新たに設立したため、持分法適用の関連会社の範囲に
含めております。株式会社トーチライト(旧株式会社ネクスパス)は株式の一部を譲渡し当社持分が減少したた
め、連結の範囲から除外し持分法適用の関連会社の範囲に含めております。

 

　

【会計方針の変更等】

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年12月31日)

（売上高の会計処理の変更）

　従来、販売費及び一般管理費に計上していた販売手数料及び販売促進費の一部について、第１四半期連結
会計期間から、売上高から控除する方法（純額表示）に変更いたしました。
　当該会計処理の変更は、会計制度委員会研究報告第13号「我が国の収益認識に関する研究報告（中間報
告）」の公表を契機に、第１四半期連結会計期間において広告枠の新たな販売形態の契約締結を開始するこ
とを踏まえ、広告取引の内容を全体的に再検討したところ、広告取引全般における取引価格の決定プロセスに
おいては、広告掲載料が独立して決定されるものではなく、販売手数料及び販売促進費も取引価格を構成する
要素として考慮した上で決定されており、実質的には販売手数料及び販売促進費が広告掲載料を構成する一部
として捉えられることから、取引をより適切に反映するために行うものであります。
　当該会計方針の変更は遡及適用され、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度については遡及適用後
の四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。
　この結果、遡及適用を行う前と比べて、前第３四半期連結累計期間の売上高、販売費及び一般管理費はそれ
ぞれ2,747百万円減少しておりますが、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響はありませ
ん。

 

（１株当たり当期純利益に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間より、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号 平成22年
６月30日）及び「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第４号 平成
22年６月30日）を適用しております。
　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定にあたり、一定期間の勤務後に権利が確定するストック・
オプションについて、権利の行使により払い込まれると仮定した場合の入金額に、ストック・オプションの公正
な評価額のうち、将来企業が提供されるサービスに係る分を含める方法に変更しております。
なお、これによる影響はありません。

 

　

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間

(自　平成23年４月１日

　至　平成23年12月31日)

(会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用)

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び
誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂
正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。
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【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおり

であります。

　

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
  至  平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年12月31日)

　 (平成22年12月31日現在) (平成23年12月31日現在)

現金及び預金勘定 12,318百万円 9,707百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △2,000百万円 △2,000百万円

現金及び現金同等物 10,318百万円 7,707百万円

　
　
(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月24日
　定時株主総会

普通株式 77 500平成22年３月31日 平成22年６月25日 利益剰余金

　

当第３四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月28日
　定時株主総会

普通株式 155 1,000平成23年３月31日 平成23年６月29日 利益剰余金

　

２．株主資本の著しい変動

当社は、第１四半期連結会計期間に東京証券取引所の自己株式立会外買付取引(ToSTNeT-3)において、買付を実施し自

己株式を取得いたしました。

この結果、第１四半期連結会計期間において、自己株式は6,000株、1,753百万円増加し、当第３四半期連結会計期間の

四半期連結貸借対照表における自己株式は1,753百万円となっております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額
（注)２

ソーシャルネッ
ト事業

Find Job !事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 9,153 544 9,698 0 9,698

  セグメント間の内部売上
高又は振替高

－ － － － －

計 9,153 544 9,698 0 9,698

セグメント利益 3,732 451 4,183 △1,412 2,771

(注) １．セグメント利益の調整額△1,412百万円には、全社費用△1,312百万円が含まれております。全社費用は、主に

報告セグメントに帰属しない管理部門等に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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当第３四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額
（注)２

ソーシャルネッ
ト事業

Find Job !事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 8,815 713 9,529 － 9,529

  セグメント間の内部売上
高又は振替高

51 1 52 △52 －

計 8,867 714 9,581 △52 9,529

セグメント利益 2,629 596 3,225 △1,839 1,385

(注) １．セグメント利益の調整額△1,839百万円は、全社費用であります。主に報告セグメントに帰属しない管理部門

等に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３．報告セグメント名称の変更

第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの名称について、セグメントの事業内容を明らかにするため、

「インターネットメディア事業」を「ソーシャルネット事業」、「インターネット求人広告事業」を「Find

Job !事業」へ変更しております。なお、事業実態により適したセグメント名称への変更であり、これによるセ

グメント情報に与える影響はありません。

４．上海明希網絡科技有限公司及び上海蜜秀網絡科技有限公司については、従来、報告セグメントに含めておりま

せんでしたが、事業形態の変更に伴い、第１四半期連結会計期間より「ソーシャルネット事業」に区分変更し

ております。

５．「第４ 経理の状況 １ 四半期連結財務諸表 会計方針の変更等（売上高の会計処理の変更）」に記載のとお

り、従来、販売費及び一般管理費に計上していた販売手数料及び販売促進費の一部について、第１四半期連結

会計期間より、売上高から控除する方法（純額表示）に変更いたしました。この結果、遡及適用を行う前と比

べて、ソーシャルネット事業の前第３四半期連結累計期間の売上高、販売費及び一般管理費はそれぞれ2,747

百万円減少しておりますが、セグメント利益への影響はありません。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

「ソーシャルネット事業」セグメントにおいて、第２四半期連結会計期間に株式会社ネイキッドテクノロジーの株式

を取得し、新たに連結子会社としたことに伴い、のれんが502百万円増加しております。なお、当該事象による、当第３四

半期連結累計期間における、のれんの償却額は41百万円、未償却残高は460百万円であります。
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(企業結合等関係)

重要性がないため、記載を省略しております。

　
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。
　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
  至  平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年12月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 7,994.13円 3,158.21円

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(百万円) 1,236 474

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 1,236 474

普通株式の期中平均株式数(株) 154,687 150,255

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 7,957.58円 3,151.57円

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益調整額(百万円) － －

普通株式増加数(株) 710 316

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当
たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在
株式で、前連結会計年度末から重要な変動があった
ものの概要

平成22年５月26日取締役会決
議ストック・オプション（新
株予約権）

普通株式　　　　　 200株
行使価格　　　 498,867円

 

平成23年５月18日取締役会決
議ストック・オプション（新
株予約権）

普通株式　　　　　 369株
行使価格　　　 314,862円

 

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成２４年２月７日

株式会社ミクシィ

取締役会  御中

　
有限責任監査法人トーマツ

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    中桐　光康    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    菊地　徹　    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株
式会社ミクシィの平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計
期間（平成２３年１０月１日から平成２３年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２３年
４月１日から平成２３年１２月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、
四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について
四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ミクシィ及び連結子会社の平成２３
年１２月３１日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ
シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ
た。
　
強調事項
会計方針の変更に記載されているとおり、会社は、従来販売費及び一般管理費に計上していた販売手数料及
び販売促進費の一部を、売上高から控除する方法（純額処理）に変更している。
　当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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